
移住や企業の前橋進出を加速

　本年も、住民参加と情報共有により、住民自
治の発展に努めるとともに、コロナ禍の対応に
より、市民皆さまの不安解消と地域社会の振興
に尽くしてまいります。
　皆さまのご支援とご協力をお願いいたしま
すとともに、ご健康とご多幸を心から祈念いた
します。 前橋市議会議員一同

　新型コロナウイルス感染症への対策は継続
しつつ、地域の皆さまとの交流を大切にして、
安心安全なまちづくりに努めてまいります。
　皆さまのご理解・ご協力をお願いいたします
とともに、ご健康とご多幸を心から祈念いたし
ます。

前橋市自治会連合会
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皆さまへ 2022年の展望 　新年あけましておめでとうございます。市民の皆さんにおかれましては、希望に満
ちた新春をお迎えのことと心からお慶び申し上げます。
　昨年は、新型コロナウイルスが前年以上に猛威を振るった年となりました。前橋市
では、感染症対策に迅速に取り組み、約９割の市民がワクチン接種をされましたが、
これは市民一人一人のご協力の成果です。引き続き３回目のワクチン接種へのご協力
もお願いいたします。
　また、１年延期という異例の中、東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大
会が開催されました。長期合宿で支えてきました南スーダン選手から「前橋市の皆さ
んのために走ります」との言葉が私たちにも元気を与えてくれました。
　さて、新たな年が始まりました。本年こそはコロナが落ち着きを見せ、人と人との
触れ合いやにぎわいが戻ることを願っています。一方で、コロナで傷ついた暮らしを
元に戻すだけでなく、コロナがもたらしたさまざまな気付きから、行政や社会のあり
方を変えていく必要もあります。
　本市が進めている「スーパーシティ」や「スローシティ」もその一つです。日常の
負担をデジタルの力で軽減することで、日々の暮らしにゆとりを生み、誰もが自分ら
しく楽しく生活を送れるまちづくりに積極的に取り組んでまいります。
　例えば、デジタルの力で不登校の子どもたちが学べる、運転できない方の自宅玄関
前に乗合タクシーが迎えに来てくれる、あるいは、若者たちがリモートワークを選択
し混雑する都会から自然に囲まれた前橋に移住する、行政の無駄が減り財源を確保で
きる。私は夢を語っているのではありません。これらはまだ形になっていませんが、
数年後に実現する前橋市の未来の形です。デジタルの力で一人一人の悩みや困りごと
に寄り添えると確信しています。
　本年は市制施行 130 周年を迎えます。先人たちが築いた歴史と誇りを守りながらも
新たなまちづくりにチャレンジを続けてまいりますので、前橋の新しい未来に向かっ
て、ともに結ばれて歩んでまいりましょう。皆さんにとりまして、本年が素晴らしい
一年となりますようお祈り申し上げ、新年のあいさつとします。

●  �まちなかの空き家や赤城の農地付き空き家
を活用

●  移住案内人の活躍で地域づくりと連携を強化
●  産業団地を新設（西善中内、清里など）
●  リモートワークなどの創業支援を充実
●  感染防止対策店や旅館ホテルの改修を補助
●  前橋工科大と地域企業との共同研究を強化
●  �市内５大学や企業の連携による給付型奨学金

を支援

● � １人１台持ち帰りタブレットの活用を推進
　　　　　● � オンライン学習で休校中や不登校支援
　　　　　●  �前橋工科大との連携 など
● � 学校でのトラブルを弁護士が早期に解決
● � 学校の施設やトイレの改修計画が進行中
●  �地域寺子屋事業や里山学校など地域と交流推進
●  �公民館の改修計画を実施（永明公民館をオープン）
● � 市立前橋高の部活動を充実
● � 生活困窮世帯の子どもに対する学習支援を継続
● � 市内５大学連携による給付型奨学金を支援

●  上武道路（道の駅）から赤城へ人の流れを創出
●  県立赤城公園の活性化に向けた連携を推進
●  �前橋の農業を発信し消費者との交流を推進
●  農家の経営支援に燃料補助など機敏に対応
●  �有害鳥獣駆除と竹やぶ・しのやぶや河川立木

管理を強化

● � 結婚を望む人の出会いやキッカケづくりを支援
● � 不妊不育症治療と産後ケアを実施
●  �病児を預けられる病児保育施設４カ所体制で支援
●  �地域子育て支援センターで育児を総合的に支援
●  �通院も含めた高校生世代の医療費無料化を実施
●  給食費第３子以降の無料化を継続

●  救急車搬送時間の短縮
●  日赤病院跡地や休日夜間医療の拠点を整備
●  �ピンシャン！元気体操の推進や各種検診の受診を

勧奨
●  健診データによる健康指導を充実
●  明寿大学など生涯学習を推進

●  自宅送迎のＡＩ乗合タクシーやバスを実現
●  道路水路の整備や、安心な避難所環境を整備
●  防犯灯や防犯カメラで市民の安全を確保
●  ゴミ出しのルール徹底などゴミの減量化を推進
●  施設予約のＩＣＴ化を推進
●  自治会にタブレット端末を試験的に配置
●  先駆的な取り組みで通話料の抑制に挑戦

健康寿命を延ばす医療健康都市

１８歳までの医療費無料化など子育てを応援

多様に心豊かに学べる環境を

道の駅や地域資源で赤城を全国区に

デジタルの力で便利な交通と生活をつくる

前橋市長

新年のあいさつ
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